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 局 別 審 査 

 

１ 青 木 亮 祐 委員（自民党） 

 

１ 令和６年度予算について 

令和６年度予算編成において特に力を入れた点について伺いたい。 

 

２ 「ヨコハマ プラ5.3（ごみ）計画」と脱炭素化の関係性について 

（１）「ヨコハマ プラ5.3（ごみ）計画」に位置づけた脱炭素施策について伺いたい。 

（２）廃棄物行政が担う脱炭素施策の重要性の認識について伺いたい。 

（３）市民の脱炭素行動の促進に向けた意気込みについて伺いたい。 

 

３ 保土ケ谷工場の再整備について 

（１）仮契約までの入札手続について伺いたい。 

（２）これまでと比べたエネルギーの創出の見込みについて伺いたい。 

（３）大企業も含めた市内企業への経済効果について伺いたい。 

（４）新しい保土ケ谷工場への抱負について伺いたい。 

（要望）大規模で長期間にわたる工事となることから、周辺住民にしっかりと説明

し、良好な関係を築きながら、安全に工事を進めていただくことを要望する。 

 

４ 将来を見据えた廃棄物処理施設整備について 

（１）マネジメント３原則に基づいた取組について伺いたい。 

（２）令和６年度に行う検討の内容について伺いたい。 

（３）廃棄物処理施設整備推進に向けた意気込みについて伺いたい。 

（要望）市民にとって必要なインフラにはしっかりと投資していくべきと考えてお 

り、安心、安全な施設整備に取り組んでいただくことを要望する。 

 

 

 



- 2 - 

 

５ ごみ屋敷対策について 

（１）資源循環局のごみ屋敷対策の取組について伺いたい。 

（２）直近３か年の生活支援の実施状況について伺いたい。 

（３）今後のごみ屋敷対策の取組について伺いたい。 

 

６ 災害時を想定した民間事業者との訓練について 

（１）民間事業者との訓練の目的について伺いたい。 

（２）これまでの訓練の取組状況について伺いたい。 

（３）訓練を通じて見えてきた課題について伺いたい。 

（４）課題を踏まえた今後の取組について伺いたい。 

（要望）協定を通じて、民間事業者と平時から顔の見える関係を築き、継続して訓 

練に取り組んでいただくことを要望する。 

（意見）様々な状況に対応できるよう、仮置場については、区ごとに一覧にして事 

 前にピックアップしていくことも大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

 

２ 伊 波 俊之助 委員（自民党） 

 

１ 能登半島地震被災地への支援について 

（１）支援活動の概要について伺いたい。 

（２）支援活動を行った職員からの報告について伺いたい。 

（３）これまでの支援活動を通じて得られた知見を本市の災害への備えに生かすべ 

きと考えるが、見解を伺いたい。 

（要望） 被災地支援を継続して取り組むとともに、支援活動を通じて得られた知見、 

経験をしっかりと今後の本市防災対策に生かしていただくことを要望する。 

 

２ 災害時のトイレ対策について 

（１）地域防災拠点における災害時のトイレの備蓄状況について伺いたい。 

（２）下水直結式仮設トイレの使用方法の周知について伺いたい。 

（３）拠点訓練に責任職が参加するなど工夫しながら、災害時のトイレに関する課 

題を把握していくべきと考えるが、見解を伺いたい。 

 

３ 資源集団回収オンラインシステムについて 

（１）オンライン化による歳出削減の内容について伺いたい。 

（２）システム開発で特に力を入れた点について伺いたい。 

（３）回収事業者への説明状況について伺いたい。 

（４）コスト面における回収事業者のメリットについて伺いたい。 

 

４ 外国籍の児童のための教育施設における環境学習について 

（１）インターナショナルスクールに対する環境学習の実績について伺いたい。 

（２）横浜インターナショナルスクールで実施した出前教室で見えてきた課題につ 

いて伺いたい。 

（３）インターナショナルスクールでの環境学習における言葉の壁解消に向けた工 

夫について伺いたい。 
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（４）プラスチックごみの分別・リサイクル拡大という機会を捉えて、インターナ 

ショナルスクールでの環境学習に積極的に取り組むべきと考えるが、見解を伺 

いたい。 

（要望）教育の視点から環境問題を考え、その行動の第一歩として、分別や脱炭素 

行動にしっかりと取り組んでいただくことを要望する。 

 

５ アフリカにおける国際協力事業について 

（１）「アフリカのきれいな街プラットフォーム」の概要と本市の役割について伺い 

たい。 

（２）研修成果の把握と評価について伺いたい。 

（３）アフリカにおける国際協力の今後の展開について伺いたい。 

（４）ＴＩＣＡＤ９の機運醸成に向けた意気込みについて伺いたい。 

（要望）廃棄物分野における具体的な成果を積み重ね、その成果を国内外にもしっ 

かりと発信し、横浜の更なる都市ブランドの向上につなげていただくことを 

要望する。 

 

６ 喫煙環境の整備について 

（１）桜木町駅新南口喫煙所設置後の状況について伺いたい。 

（２）今後、喫煙所を整備する際の考え方について伺いたい。 

（３） たばこ税を活用して屋外分煙環境を推進すべきと考えるが、見解を伺いたい。 

（意見）たばこ税の一部を喫煙所の設置などに活用できれば、屋外の分煙環境をよ 

り進めることができると考える。 
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３ 尾 崎   太 委員（公明党） 

 

１ 能登半島地震被災地への支援について 

（１）被災地での支援活動に対する所感について伺いたい。 

（２）今回の支援活動の経験から学んだことについて伺いたい。 

（３）被災地支援に取り組んだ職員が直接市民に啓発する機会を持つべきと考える 

が、見解を伺いたい。 

（要望）日々の安定的なごみ収集と災害時にも対応可能な収集体制の確保に努めな 

がら、市民が災害時に困ることのないよう、情報の周知や啓発に取り組んで 

いただくことを要望する。 

 

２ 「ヨコハマ プラ5.3（ごみ）計画」・プラスチックごみの分別・リサイクル拡大 

について 

（１）「ヨコハマ プラ5.3（ごみ）計画」という名称に込めた思いについて伺いたい。 

（２）燃やすごみに含まれるプラスチックごみの削減に向けた具体的取組について 

伺いたい。 

（３）リチウムイオン電池のごみの出し方についても、市民にしっかりと周知して 

いくべきと考えるが、見解を伺いたい。 

（４）市民の行動変容につながるよう取り組む意義などもしっかりとお伝えすべき 

と考えるが、見解を伺いたい。 

（要望）本市の脱炭素化にしっかりと貢献できるよう、市民に丁寧な周知と説明を 

   していただくことを要望する。 

 

３ 食品ロス削減の取組について 

（１）食品ロス削減に重点的に取り組んできたことを振り返り、その手ごたえや市 

民意識の変化などの認識について伺いたい。 

（２）子どもたちの理解が深まる取組について伺いたい。 

（３）継続的に食品ロスについて考えていただく機会を提供していくべきと考える 

が、見解を伺いたい。 
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（４） 職員が率先して食品ロスの削減に取り組むべきと考えるが、見解を伺いたい。 

（要望）様々な工夫を取り入れながら、幅広く取組を進めていただくことを要望す 

る。 

 

４ 保土ケ谷工場の再整備について 

（１）新しい保土ケ谷工場での地域貢献について伺いたい。 

（２）災害時における地域への対応について伺いたい。 

 

５ ごみ焼却工場の長寿命化について 

（１）長寿命化工事とは何か伺いたい。 

（２）長寿命化工事の効果について伺いたい。 

（３）今後、長寿命化をはじめとした、焼却工場の取組について積極的に市民に向 

けＰＲしていくべきと考えるが、見解を伺いたい。 

 

６ 鶴見工場ＣＣＵ実証試験について 

（１）ＣＣＵによる脱炭素化に挑戦する意義について伺いたい。 

（２）実証試験を踏まえた今後の課題について伺いたい。 

（３）社会実装に向け本市も貢献すべきと考えるが、見解を伺いたい。 

（意見）地域における脱炭素の拠点として、ごみ焼却工場に期待される役割は大き 

くなっているため、横浜発の脱炭素化につながるトライアルとしてしっかり 

とアピールし、国内の脱炭素の取組をけん引していくことを期待する。 

 

７ ふれあい収集について 

（１）直近のふれあい収集の実施件数について伺いたい。 

（２）ふれあい収集における安否確認の実施回数について伺いたい。 

（３）災害発生時の安否確認について伺いたい。 

（４）ふれあい収集で得た安否確認情報を様々な関係機関とともに活用すべきと考 

えるが、見解を伺いたい。 
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（５）災害時のふれあい収集の対象者への安否確認をどのように行うか、全庁的な 

議論を踏まえて考える必要があると考えるが、見解を伺いたい。 

（意見）ふれあい収集を利用する一人暮らし高齢者が増加する中での災害時の安否 

確認など、社会構造の変化に伴って生じる新たな課題に対して、どこまで、 

どのように取り組むのか、オール横浜で考えていくべきである。 
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４ 長谷川 えつこ 委員（立憲党） 

 

１ 能登半島地震の災害廃棄物受入れについて 

（１）災害廃棄物の広域処理の受入実績について伺いたい。 

（２）広域処理の受入れにおける事前調整の内容について伺いたい。 

（３）広域処理の要請を受けた時の対応について伺いたい。 

 

２ 粗大ごみ自己搬入施設での電子決済の実証実験について 

（１）粗大ごみ申込件数に対する自己搬入件数の割合について伺いたい。 

（２）自己搬入施設への持込みに事前申込みが必要な理由について伺いたい。 

（３）実証実験の利用実績について伺いたい。 

（４）利用者の反応について伺いたい。 

（５）本格実施に向けた意気込みについて伺いたい。 

 

３ 粗大ごみのリユースについて 

（１）民間事業者と連携したリユースの取組について伺いたい。 

（２）粗大ごみリユース家具の取組について伺いたい。 

（３）リユース家具の取組を更に進めるべきと考えるが、見解を伺いたい。 

 

４ 食べられるのに廃棄される食材を減らす取組について 

（１）令和５年度に受賞された規格外の食材を活用した取組について伺いたい。 

（２）広報ＰＲの取組について伺いたい。 

（３）今後も様々な事業者と積極的に連携して取り組むべきと考えるが、見解を伺 

いたい。 

（要望）食を大切にする心を育む観点からも、一層の取組を進めていただくことを 

要望する。 
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５ 旧金沢事務所の有効活用について 

（１）旧金沢事務所の現状について伺いたい。 

（２）敷地活用に際しての課題について伺いたい。 

（３）有効活用に向けた検討の方向性について伺いたい。 

（意見）市民から付託された貴重な財産であり、ファシリティマネジメントの観点 

からも、有効活用を目指していただくことを期待する。 

 

６ プラスチック対策について 

（１）「プラスチックのみでできた製品」を分別対象とする理由について伺いたい。 

（２）「指定法人ルート」を選択した理由について伺いたい。 

（３）「指定法人ルート」と「大臣認定ルート」のそれぞれのメリットについて伺い 

たい。 

（４）更なる脱炭素化に向けて分別対象を広げていくべきと考えるが、見解を伺い 

たい。 

（要望）脱炭素化に向けて、積極的に事業者と対話を行い、早期に実現していただ 

くことを要望する。 
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５ 関   嵩 史 委員（維新会） 

 

１ 災害用トイレパックの普及について 

（１）トイレパックの更新スケジュールについて伺いたい。 

（２）家庭における災害時のトイレ対策について伺いたい。 

（３）本市においても、行政主導によりトイレパックを配布することで、各家庭で 

の備蓄を進めるべきと考えるが、見解を伺いたい。 

 

２ 粗大ごみ事業におけるデジタル技術の活用について 

（１）電子決済の利用実績について伺いたい。 

（２）インターネット申込み以外にも電子決済を拡大していくべきと考えるが、見 

解を伺いたい。 

（要望）粗大ごみ事業におけるデジタル技術の活用をより進めていただくことを要 

望する。 

 

３ 路上喫煙対策について 

（１）歩きたばこ防止パトロールの実施状況について伺いたい。 

（２）歩きたばこ防止パトロールの課題について伺いたい。 

（３）課題解決に向け、取組をより一層進めていくべきと考えるが、見解を伺いた

い。 

（要望） 日本をリードする政令指定都市として、市民の健康と環境を守るため、様々 

な部署が連携して、受動喫煙防止対策の取組をより一層強化していただくこ 

とを要望する。 
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６ 宇佐美 さやか 委員（共産党） 

 

１ 災害時のトイレ対策について 

（１）災害用トイレトレーラーを派遣した際の現地の状況と、今回の派遣で得られ 

た教訓について伺いたい。 

（２）地域防災拠点におけるトイレ設置の考え方について伺いたい。 

（３）本市で発災した場合に備え、し尿のくみ取り体制もしっかりと整えていくべ 

きと考えるが、見解を伺いたい。 

（要望）避難生活で最も重要なトイレ対策について、今後もしっかりと備えていた 

   だくことを要望する。 

 

２ 災害時のごみ収集について 

（１）災害発生直後のごみの収集対応について伺いたい。 

（２）発災後のごみ出しなどに関する市民への広報について伺いたい。 

（要望）発災後のごみの出し方について、普段と変わらず分別することなどもしっ 

かりと広報していただくことを要望する。 

 

３ ごみ焼却工場の災害対策について 

（１）発災直後の初動対応について伺いたい。 

（２）被災した場合の対応について伺いたい。 

（３）発災後、既存工場で処理しきれない災害廃棄物が発生した場合の対応につい

て伺いたい。 

（要望）十分に災害に備えていただくことを要望する。 
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７ 二 井 くみよ 委員（民主フ） 

 

１ 「ヨコハマ プラ5.3（ごみ）計画」の計画目標達成に向けた取組について 

（１）プラスチックごみの分別・リサイクル拡大開始直後の啓発対応について伺い 

たい。 

（２）目標達成に向けた進捗管理について伺いたい。 

（３）市民への進捗状況の共有方法について伺いたい。 

 

２ 集積場所対策について 

（１）外国人に対する分別啓発について伺いたい。 

（２）カラス等の被害がある集積場所の対策について伺いたい。 

（３）ごみ出しに関する総合相談窓口について伺いたい。 

（要望）今後も市民の様々なお悩みにしっかりと寄り添って課題解決に取り組んで 

いただくことを要望する。 

 

３ 公共トイレ協力店について 

（１）実施場所の考え方について伺いたい。 

（２）公共トイレ協力店の認知度を高める取組について伺いたい。 

 

４ 家庭におけるトイレパックの備蓄について 

（１）備蓄率についての見解について伺いたい。 

（２）備蓄率向上に向けた取組について伺いたい。 

（３）備蓄率だけでなく、トイレパックの備蓄数まで把握すべきと考えるが、見解 

を伺いたい。 

（要望）トイレパックの備蓄について、必要数の説明を含め、より一層啓発を強化 

していただくことを要望する。 
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５ 事業系廃棄物の食品ロスについて 

（１）市内事業者の個別情報の把握方法について伺いたい。 

（２）国の目標達成に向けた本市の取組について伺いたい。 
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